
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ

ー
で
は
、
森
林
・
林
業
の
技

術
開
発
に
つ
い
て
、
全
道
各

地
で
の
試
験
・
実
証
実
験
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。 

今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
「
カ

ラ
マ
ツ
の
天
然
更
新
を
利
用

し
た
低
コ
ス
ト
再
造
林
技
術

の
開
発
」
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。 

課
題
を
取
り
上
げ
た
背
景 

現
在
、
北
海
道
の
人
工
林

の
多
く
が
利
用
期
を
迎
え
、

主
伐
量
の
増
大
に
伴
う
造
林

面
積
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。 

伐
採
後
の
再
造
林
に
は
多

額
の
経
費
を
要
す
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
低
コ
ス
ト
造
林
技

術
を
確
立
す
る
こ
と
は
、
林

業
振
興
へ
の
一
助
に
な
る
と

考
え
ま
し
た
。 

そ
こ
で
カ
ラ
マ
ツ
人
工
林

の
帯
状
伐
採
跡
地
に
お
い
て
、

地
表
処
理
に
よ
る
天
然
更
新

の
有
効
性
を
検
証
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。 

試
験
概
要 

試
験
地
は
、
上
川
北
部
森

林
管
理
署
上
士
別
国
有
林
で
、

0.4

ha

の
面
積
で
す
。
平
成
24

年
度
か
ら
試
験
を
開
始
し
、

調
査
を
継
続
中
で
す
。 

初
年
度
に
、
バ
ッ
ク
ホ
ウ

に
よ
る
地
表
処
理
（
笹
の
根

を
は
ぎ
取
る
）
を
実
施
し
ま

し
た
。
地
表
処
理
の
仕
様
は
、

幅
10

ｍ
と
５
ｍ
の
２
種
類
、

計
８
箇
所
に
区
画
し
、
更
新

状
況
の
比
較
を
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
１
箇
所

は
当
該
試
験
区
域
周
囲
に
幅

50

cm

×
深
さ
50

cm

の
側
溝
を

作
設
し
ま
し
た
。
（
笹
の
回
復

を
遅
ら
せ
る
効
果
を
検
証
） 

調
査
結
果 

①
コ
ス
ト
比
較

今
回
、
バ
ッ
ク
ホ
ウ
を
チ

ャ
ー
タ
ー
し
実
行
し
た
試
験

区
全
体
の
ha

当
た
り
経
費
は

約
39

万
円
で
し
た
。 

北
海
道
に
お
け
る
平
成
24

年
度
造
林
事
業
標
準
単
価
を

元
に
、
当
試
験
地
に
カ
ラ
マ

ツ
（
１
号
苗
）
を
ha

当
た
り

２
，
５
０
０
本
植
栽
し
た
場

合
の
経
費
（
地
拵
＋
植
付
＋

苗
木
代
）
は
、
約
50

万
円
と

な
り
ま
す
。 

②
種
子
供
給
量
調
査

カ
ラ
マ
ツ
の
種
子
供
給
量

は
、
着
花
調
査
と
い
う
目
視

に
よ
る
方
法
と
シ
ー
ド
ト
ラ

ッ
プ
を
設
置
す
る
方
法
を
併

用
し
ま
し
た
。
着
花
調
査
で

は
、
24

年
は
凶
作
、
25

年
度

は
並
下
、
26

年
度
は
並
～
並

上
、
27

年
度
は
並
下
で
し
た
。 

③
更
新
状
況
調
査

27

年
度
現
在
、
全
試
験
区
平

均
で

270

千
本
／
ha

で
、
樹
種
構

成
は
、
カ
ラ
マ
ツ
52

％
、
カ

ン
バ
類
を
中
心
と
し
た
広
葉

樹
が
48

％
。
カ
ラ
マ
ツ
の
樹

高
は
、
4.3

cm

と
な
っ
て
い
ま

す
。
消
失
と
成
長
が
あ
り
つ

つ
、
平
均
の
樹
高
は
毎
年
伸

び
て
い
る
状
況
で
す
。 

④
植
生
回
復
調
査

地
表
処
理
前
の
平
均
笹
高

は
140

cm

に
対
し
、
27

年
度
は
15

cm

と
抑
制
効
果
が
維
持
さ
れ

て
い
ま
す
。 

考
察 コ

ス
ト
削
減
効
果
は
、
当

面
23

％
減
と
な
り
ま
し
た
が
、

更
新
完
了
の
判
断
を
下
す
ま

で
は
、
評
価
を
待
つ
必
要
が

あ
り
ま
す
。 

カ
ラ
マ
ツ
の
着
花
は
豊
凶

の
差
が
大
き
く
、
本
試
験
で

は
24

年
の
凶
作
の
影
響
を
受

け
た
25

年
度
は
ほ
と
ん
ど
カ

ラ
マ
ツ
の
更
新
が
な
か
っ
た

も
の
の
、
25

年
度
以
降
の
着

花
が
26

年
度
以
降
の
更
新
本

数
の
増
加
に
直
接
的
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

今
後
、
種
子
供
給
量
を
確

保
す
る
た
め
の
着
花
促
進
の

作
業
の
考
察
や
、
稚
樹
と
植

生
回
復
と
の
競
合
に
注
視
し
、

平
成
２９

年
度
末
に
、
一
定
の

成
果
を
取
り
ま
と
め
発
信
す

る
予
定
で
す
。 

森林技術・支援センター

カラマツの稚樹 

地表処理の状況
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